
環境出前講座

　気温や海水温の上昇など、気候変動の影響によって生じ
る（または生じる恐れのある）被害を回避・軽減する取り組み
（気候変動適応策）を推進します。

　生物多様性を育む豊かな自然・海洋環境の保全・再生の
ための取り組みを推進します。

　地域循環共生圏の形成の助けとなる人材の育成や環境
教育の一層の充実を図る取り組みを推進します。

７０２万円１８７６万円

１８２万円

　海水温上昇に適応可能な海藻
などの増養殖試験を行うととも
に、ブルーカーボン※の考え方に
ついて漁業関係者に普及啓発を
図ります。
※海藻などによる二酸化炭素吸収効果

　生息域拡大が著しいニホンジ
カ・イノシシの個体数の適正管理
に向けた取り組みを強化するとと
もに、有害鳥獣捕獲隊員の確保
につながるハンター養成講座を
実施します。

　県内３カ所にある県立自然の家
（蔵王、松島、志津川）の立地を
生かしたさまざまな自然体験活動
プログラムを通して、人と自然が
調和して生きる大切さに気付くこ
とができる人材を育成します。

視点3 気候変動の影響への適応視点4 生物多様性、
自然・海洋環境の保全

視点5 地域循環共生圏形成のための
人材の充実

１１事業  ４５２７万円１４事業  １億１３７８万円

５事業  １４１５万円

海水温上昇に対応した持続的養殖探索事業野生鳥獣適正保護管理事業

自然の家　人と自然の交流事業

閉鎖性水域水質保全事業【新規事業】

　釜房ダム貯水池について、水
質予測モデルによるシミュレー
ションにより気候変動に伴う将来
の水質変化を予測し、貯水池管
理や水道用水の浄水処理におけ
る異臭味物質などへの対策を推
進します。

８５０万円

湿地環境保全・利活用事業

児童・生徒のための環境教育推進事業

※湿地から得られる恵みを持続可能な
形で利用すること

　多種多様な生物が生息する淡
水湖沼の生態系を有していた伊
豆沼・内沼への再生を目指し、自
然再生事業を実施するとともに、
水生植物園の整備などを通して
ワイズユース※を推進します。

２５００万円

　持続可能な社会の実現に向け
て、NPO・学校などと協働しなが
ら、児童・生徒が環境に配慮した
行動を主体的に実践できるよう、
質の高い環境教育を実施します。

２７４万円

市町村支援事業（みやぎ環境交付金）

　市町村へ「みやぎ環境交付金」を交付し、市町村が行う地域の
環境課題の解決に向けた事業を支援します。

　地域の環境課題の解決に向けた取り組みを、市町村が創意工
夫して提案し、実施する事業を支援します。

＜令和５年度に実施する事業＞
◦家庭用除湿機などからのフロン回収体制構築に向けた実証事
業【仙台市】
◦万葉植物※の植栽により多賀城跡周辺の緑化を図り、自然環
境の保全を推進する事業【多賀城市】

　※万葉集に詠まれた植物
◦屋敷林（居

い ぐ ね

久根※）が周辺の生物多様性に及ぼす影響を調査し、
自然環境の保全を推進する事業【大崎市】

　※宮城県などにおける屋敷林の呼称
◦ソーラー照明およびPHV・EV導入を契機としたCO₂削減、お
よび防犯・防災対応能力向上事業【村田町】

　事業メニュー分類に該当する取り組みから、市町村が地域の
実情に応じて選択し、実施する事業を支援します。
❶公共施設などにおける
　CO₂削減対策
❷照明のＬＥＤ化
❸自然・海洋環境保全

❹野生鳥獣対策
❺環境緑化
❻再エネ・省エネ機器等導入支援
❼気候変動の影響への適応

３億２０００万円

市町村提案型事業　３０００万円

メニュー選択型事業　２億９０００万円

松島自然の家　バードウォッチングの様子

環境教育出前講座の様子

増養殖試験で収穫されたアカモクニホンジカ捕獲活動の様子

上空から見た釜房ダムとその流域伊豆沼での環境学習の様子
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　環境配慮と経済発展が両立する地域社会を構築するた
め、家庭や事業所における積極的な二酸化炭素の削減に
向けた取り組みを推進します。

　二酸化炭素の吸収をはじめとした多面的機能を持つ森林
や里山の管理・保全および森林資源を活用するための取り
組みを推進します。

３億1327万円１億２７３４万円
　事業活動に伴う環境負荷低減
を図るため、省エネ・再エネの設
備導入や研究開発などに要する
経費の一部を補助することなどに
より、県内事業者による二酸化
炭素排出削減の取り組みを支援
します。

　森林の若返りによって二酸化炭
素の吸収機能を高め、地球温暖
化防止を図るため、低コスト造林
の実証や花粉発生源対策への取
り組みを進めながら再造林を推進
します。
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視点１ 脱炭素社会の推進視点2 森林の保全および機能強化
１６事業  ８億６１９５万円１３事業  ６億７４１４万円

みやぎ二酸化炭素排出削減支援事業チャレンジ！みやぎ５００万本造林事業

スマートエネルギー住宅普及促進事業

　家庭からの二酸化炭素排出削減や
災害時などに電気や熱を確保できる
住まいの普及に向け、太陽光発電シス
テムや蓄電池などの設置、住宅の省エ
ネ改修、みやぎゼロエネルギー住宅※

の新築に対する助成などを行います。

３億２６９０万円
　県内事業所による置き型授乳室設置お
よび県産木材の利用を一体的に推進する
ため、県産木材を活用した置き型授乳室
の設置費用の一部を助成します。

授乳室設置促進事業

６００万円
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森林を次代につなぐ再造林

県産木材を活用した置き型授乳室

地中熱を利用したイチゴ栽培

住宅展示場での普及啓発イベント

※断熱性能強化や省エネ・再エネの導入によりエネルギー収支を0とした住宅
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